
新
装
版
発
行
に
あ
た
っ
て

ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
は
「
人
は
神
の
息
子
・
娘
」
と
繰
り
返
し
ま
し
た
。「
人
は
動
物
」

（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化
論
）
を
否
定
し
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
に
霊
示
を
終
え
た
ホ
ワ
イ
ト
・

イ
ー
グ
ル
は
今
、
不
死
鳥
と
な
り
地
球
を
巡
り
ま
す
。
全
地
球
人
の
神
の
子
復
帰
を
伝
え

る
た
め
に
。

桑
原
啓
善
（
二
〇
〇
九
年
）　

※ 

本
書
は
一
九
八
六
年
（
潮
文
社
）
発
行
の
新
装
版
で
す
。
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訳
者
序

　
私
共
は
人
類
史
上
た
だ
一
度
の
一
大
シ
ョ
ー
を
見
る
好
運
（
悲
運
）
に
生
ま
れ
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
核
戦
争
・
生
態
系
破
壊
・
人
心
荒
廃
・
飢
餓
、
ど
の
一
つ
を
と
っ
て
も
、
人

類
は
今
世
紀
の
あ
と
残
す
十
五
年
の
間
に
恐
ら
く
滅
亡
す
る
で
し
ょ
う
。
さ
も
な
く
ば
、

起
死
回
生
の
文
明
の
一
大
転
換
が
起
こ
り
、
夢
想
も
で
き
ぬ
新
時
代
に
突
入
す
る
で
し
ょ

う
。

　
今
日
ほ
ど
、
人
類
滅
亡
の
予
言
、
終
末
の
さ
さ
や
き
が
地
上
に
満
ち
て
い
る
時
代
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、そ
の
反
面
、今
日
ほ
ど
新
時
代
を
迎
え
る
た
め
の
、霊
示
が
湧
き
起
こ
っ

て
い
る
時
も
あ
り
ま
せ
ん
。
曰
く
、
モ
ー
ゼ
ス
の
『
霊
訓
』、
カ
ー
デ
ッ
ク
の
『
霊
の
書
』、

シ
ル
バ
ー
・
バ
ー
チ
の
『
霊
言
集
』、
そ
し
て
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
か
ら
の
霊
示
な
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ど
で
す
。

　
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
霊
能
者
グ
レ
ー
ス
・
ク
ッ
ク
女
史
が
、
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ

ル
霊
か
ら
受
信
し
た
霊
示
の
最
初
の
三
部
作
“Morning Light

” 

“Sunrise

” 

“Golden 

H
arvest

”の
訳
で
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
と
は
仮
名
で
、
そ
の
正
体
は
聖
ヨ
ハ
ネ
、
即
ち
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
十
二
弟
子
の
一
人
で
、
ま
た
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
伝
の
筆
者
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
は
大
ホ
ワ
イ
ト
霊
団
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
霊
団
と
は
、
ク
ッ
ク
女
史
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い
の
で
す
。

こ
の
霊
団
は
、
他
界
に
あ
る
高
級
諸
霊
と
、
地
上
で
人
間
に
働
き
か
け
る
諸
霊
と
、
即
ち

顕
幽
両
界
に
わ
た
る
一
大
組
織
か
ら
成
っ
て
い
る
。
上
方
は
遥
か
神
界
の
彼
方
に
及
び
、
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下
方
、
そ
の
啓
示
を
人
間
に
伝
え
る
役
割
を
し
て
い
る
の
が
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
霊
で

あ
る
。
こ
の
霊
団
の
使
命
は
、
神
の
啓
示
を
人
類
に
、
各
時
代
を
通
じ
ま
た
各
民
族
に
、

伝
達
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
か
ら
、
主
と
し
て
神
秘
主
義
的
な
集
団
を
通
じ

て
人
類
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
霊
性
開
発
の
秘
法
、
真
理
発
見
の
法
な
ど
、
古
代

の
知
恵
の
遺
産
と
い
う
形
を
と
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
新
た
に
、
心
霊
研
究
の
学
徒
を
対

象
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
は
、
極
め
て
高
い
意
識
の
段
階

か
ら
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
威
厳
に
満
ち
、
し
か
も
終
始
静
か
で
謙
虚
で
す
。
柔
和
で
輝

き
に
満
ち
、
そ
の
神
聖
そ
の
も
の
の
雰
囲
気
は
、
と
て
も
印
刷
を
も
っ
て
し
て
は
、
そ
の

片
鱗
す
ら
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
」
と
。

　
い
っ
た
い
ど
こ
が
、
新
時
代
の
た
め
の
霊
示
な
の
で
し
ょ
う
か
。
真
理
に
背
い
て
破
滅
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に
向
き
あ
っ
て
い
る
人
類
に
と
っ
て
は
、
真
理
そ
の
も
の
が
新
時
代
の
た
め
の
啓
示
で
す
。

シ
ル
バ
ー
・
バ
ー
チ
等
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
の
実
体
を
霊
、
即
ち
神
の
火
花
と
し
て
い

る
点
は
全
く
同
様
で
す
。
こ
の
霊
性
を
、
自
己
の
上
に
、
ま
た
人
間
生
活
全
面
の
上
に
顕

現
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
、
即
ち
新
し
い
時
代
の
文
明
の
姿
で
す
。

　
バ
ー
チ
は
、
こ
の
霊
性
顕
現
の
道
を
、
人
間
同
胞
の
真
相
に
立
っ
て
、〈
奉
仕
〉
に
求
め

ま
す
。
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
も
全
く
同
様
で
す
。
た
だ
、
バ
ー
チ
が
こ
の
事
を
、
人
間

の
理
性
に
向
か
っ
て
訴
え
る
の
に
対
し
、
イ
ー
グ
ル
は
熱
い
信
仰
心
に
向
か
っ
て
訴
え
ま

す
。
こ
の
点
、
い
か
に
も
聖
ヨ
ハ
ネ
の
特
質
が
う
か
が
え
ま
す
。
と
申
し
て
も
、
一
切
の

宗
派
宗
教
と
は
無
縁
で
す
。

　
結
論
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
は
、
人
間
が
此
の
世
に
生
を
享う

け
た
目
的
は
、
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自
己
が
神
性
を
発
現
し
て
聖
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
上
の
一
切
の
生
物
・
物
質
、
ひ

い
て
は
地
球
全
体
を
聖
化
す
る
と
い
う
人
間
の
大
使
命
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
方
法
を
説
い
た
の
が
本
書
で
す
。
い
か
が
で
す
か
、
こ
の
こ
と
と
現
在
の
人

間
の
生
活
と
が
い
か
に
裏
腹
で
あ
る
か
。
人
間
の
物
質
的
な
幸
福
の
た
め
だ
け
に
結
晶
さ

れ
て
い
る
の
が
、
人
間
の
文
明
で
す
。
い
か
が
で
す
か
、
新
時
代
の
方
向
が
見
え
て
き
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
不
可
能
を
可
能
と
す
る
、単
純
な
方
法
の
道
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
お
り
、

人
類
に
、
あ
と
残
さ
れ
た
十
五
年
間
に
、
そ
の
決
断
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
読
者
が
、
人
類
の
一
大
シ
ョ
ー
の
、
ま
さ
か
破
滅
へ
の
助
力
を
な
さ
る
こ
と
は
あ
る
ま

い
が
、
本
書
を
読
ま
れ
て
、
単
に
傍
観
者
と
し
て
と
ど
ま
ら
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
の

一
大
シ
ョ
ー
の
演
者
と
し
て
登
場
な
さ
る
か
、
こ
こ
は
皆
さ
ん
の
決
断
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。
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書
中
に
、
し
ば
し
ば
〈
キ
リ
ス
ト
〉
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

二
〇
〇
〇
年
前
の
イ
エ
ス
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。〈
神
霊
〉
の
意
味
で
使
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
人
間
に
内
在
す
る
〈
神
性
〉
で
も
あ
る
の
で
す
。
も
っ
と
こ
ま

か
く
申
し
ま
す
と
、
究
極
の
大
神
霊
の
一
つ
の
表
現
体
で
あ
る
太
陽
神
霊
、
そ
れ
が
〈
キ

リ
ス
ト
〉
で
、
人
間
は
そ
の
火
花
を
真
の
〈
自
我
〉
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
通
信
霊
は

イ
エ
ス
の
弟
子
聖
ヨ
ハ
ネ
で
す
が
、
内
容
は
キ
リ
ス
ト
教
と
は
無
縁
で
す
。




